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防
災
公
園
基
本
構
想
決
定

地域防災
公園基本構想が完成
　現在、宍喰地区において、津波災害が発生した場合には、同地区を通る唯一の幹線国道である国道
５５号が通行不能となり、海陽町内において宍喰地区全域が孤立する状況となるため、対策を進めて
いくことが喫緊の課題となっています。
　また、地域高規格道路「海部道路」はルート決定に向け、現在、調査・検討が進められていますが、
その整備を最大限に活用し、大規模災害時における、防災拠点施設となる施設整備を進めていくこと
が求められています。
　このことから、平成２８年３月に「地域防災公園計画検討会」を設置し、特に、宍喰地区について、
平成２８年１２月まで３回にわたって検討してきた結果、今回「宍喰地区地域防災公園基本構想」が
完成しました。

【地域防災公園の位置について】
①津波浸水区域外であること　②宍喰地区中心部の近郊であること　③海部道路ルート帯に近い
こと　④地滑り防止区域外であること　を条件とした結果、久保地区（県民グラウンド裏山）と
しました。

【必要な機能と規模について】
①避難所　②応急救助機関の活動拠点　③復旧活動拠点
資材置き場　④ヘリポート　⑤物資集積所　⑥仮設住宅
建設用地　の機能をもつものとし、面積は約２．３ヘク
タールの規模とします。

【今後の予定】
基本設計を年度内に着手し、その後、用地買収や工事に
係る詳細設計を行い、工事着工となります。この防災公
園は、海部道路と連携することにより、一層、その整備
効果が発揮されるため、今後も国・県と密に連携しなが
ら、事業を進めて行きます。

整備
箇所

防災公園予定地（宍喰地区）

宍喰地区

足立参議院議員が視察（津波避難タワーから）
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議

案

審

議

町道大山線

災害時も安心

大切なインフラに

１
億
４
５
０
０
万
円

簡
易
水
道
施
設
等
に

「
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
」整
備

町道・河川の
災害復旧工事

町
の
管
理
す
る
簡
易
水
道
施
設
等
（
８
施

設
）
に
、国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
「
遠

隔
監
視
シ
ス
テ
ム
」
を
整
備
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
よ
り
、
水
源
地
・
配
水
池
の

水
位
の
状
況
な
ど
が
常
時
監
視
で
き
、
断
水

な
ど
の
異
常
が
あ
っ
た
場
合
は
、
瞬
時
に
担

当
者
に
通
報
さ
れ
る
た
め
、
今
ま
で
以
上
に

水
道
利
用
者
に
安
定
し
た
水
の
供
給
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

町道浦上線

神野水源地

中里制御盤 大井配水池

・
普
通
河
川
西
敷
川

　

災
害
復
旧
工
事

　
　
　
　

３
０
０
万
円

・
町
道
玉
笠
線
道
路

　

災
害
復
旧
工
事

　
　
　
　

３
７
０
万
円

・
二
級
町
道

　

浅
川
大
山
線
道
路

　

災
害
復
旧
工
事

　
　
　
　

７
６
０
万
円

・
二
級
町
道
浦
上
線

　

道
路
災
害
工
事

　
　
　
　

７
０
０
万
円

・
旧
松
田
屋
敷
橋
護
岸

　

復
旧
工
事

　
　
　
　

６
０
０
万
円 2730万円
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歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２

億
３
７
０
７
万
円
を
追
加 

し
、
総
額
予
算
を
76
億 

８
１
２
６
万
円
と
す
る
も

の
。
歳
入
の
主
は
国
庫
支
出

金
８
２
６
７
万
円
、
地
方
交

付
税
３
３
７
６
万
円
、
県
支

出
金
１
３
０
８
万
円
、
町
債

１
３
０
８
万
円
、
千
年
の
命

を
守
る
ま
ち
づ
く
り
基
金
繰

入
金
３
８
０
０
万
円
。

　

歳
出
の
主
は
総
務
費
な
ど

人
件
費
と
し
て
、職
員
給
与
、

共
済
費
に
５
８
５
万
円
。　

　

企
画
費
と
し
て
旧
海
部
中

学
校
技
術
室
の
配
水
管
を
公

共
下
水
道
接
続
、
ト
イ
レ
設

置
工
事
６
２
２
万
円
。
駐
輪

場
撤
去
２
０
０
万
円
。

　

電
子
計
算
費
と
し
て
県
自

治
体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ク

ラ
ウ
ド
の
負
担
金
４
０
２
万

円
。

　

農
業
費
と
し
て
明
治
大
学

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
開
設

地
方
創
生
連
携
社
会
コ
ン

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

原　

ひ
ろ
み

　

12
月
13
日
開
会
。

　

開
会
直
後
に
、
ま
ぜ
の
お

か
管
理
棟
倉
庫
・
交
流
棟
を

巡
視
し
、
担
当
者
か
ら
説
明

を
受
け
た
。

　

委
員
会
を
再
開
し
、
上
程

議
案
18
議
案
の
う
ち
所
管
の

13
議
案
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。

　

条
例
に
関
す
る
議
案
は
２

件
で
、
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
。
給
与
平
均
昇
給

率
０
・
２
％
、
賞
与
０
・
１
ヶ

月
分
の
増
額
、
平
成
29
年
度

よ
り
段
階
的
に
配
偶
者
扶
養

手
当
を
減
額
し
、
子
ど
も
扶

　

海
陽
町
議
会
で
は
、
総
務
産
業
建
設
・
文
教
厚
生
の
２
常
任
委
員
会
、

海
南
病
院
改
革
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
議
か
ら
付
託
さ
れ
た
議
案
を
12
月
12
日
、
13
日
、
14
日
に
開
催

さ
れ
た
各
委
員
会
で
活
発
に
審
議
を
し
ま
し
た
。

養
手
当
は
増
額
と
な
る
。

　

育
児
休
業
の
条
例
改
正

は
、
育
児
短
時
間
勤
務
を
取

得
可
能
と
す
る
も
の
。
配
偶

者
同
行
休
業
に
関
す
る
条
例

改
正
は
、
再
度
の
延
長
可
能

を
追
加
す
る
も
の
。

　

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
は
、
日
本
と
台
湾
間

で
従
来
の
国
際
運
輸
業
に
係

る
所
得
に
限
っ
て
の
ほ
か
、

投
資
所
得
に
つ
い
て
も
二
重

課
税
の
問
題
を
解
消
す
る
も

の
。

　

ま
ぜ
の
お
か
管
理
棟
倉

庫
・
交
流
棟
建
築
工
事
変
更

請
負
契
約
は
、
３
７
１
９
万

円
を
追
加
す
る
も
の
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

災
公
園
着
手

防

委

員

長

報

告

サ
ー
ト
に
86
万
円
。

　

商
工
費
と
し
て
樫
ノ
瀬
物

産
販
売
所
冷
蔵
シ
ョ
ー
ケ
ー

ス
30
万
円
。
観
光
施
設
修
繕

に
１
８
３
万
円
。

　

土
木
費
の
主
は
、
宍
喰
防

災
公
園
測
量
設
計
委
託
料

３
８
０
０
万
円
。
町
道
四
方

原
五
反
田
線
の
大
雨
浸
水

区
内
の
嵩
上
げ
改
良
と
舗

装
工
事
延
長
１
６
０
ｍ
に

２
０
０
０
万
円
。

まぜのおか管理棟建築状況巡視

　

公
園
費
と
し
て
、
ま
ぜ
の

お
か
球
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
駐

車
場
の
区
画
線
補
修
30
万
円
。

ま
ぜ
の
お
か
交
流
棟
等
の
備

品
購
入
費
に
４
０
０
万
円
。

　

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

費
５
ヵ
所
で
２
７
３
０
万
円
。

　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

で
は
、
ク
ラ
ウ
ド
型
遠
隔
監

視
シ
ス
テ
ム
導
入
の
施
設
整

備
費
用
と
し
て
、
総
事
業
費

１
億
４
５
０
０
万
円
を
計
上

す
る
も
の
。
委
員
か
ら
、
町

管
理
さ
れ
て
い
な
い
水
道
施

設
の
数
の
問
い
に
20
ヵ
所
と

の
回
答
が
あ
り
、
今
後
の
人

口
減
少
や
過
疎
地
へ
の
対
応

策
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

宍
喰
道
の
駅
に
洋
式
ト
イ

レ
と
手
指
乾
燥
機
の
要
望
。

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
経
費
圧
縮

の
要
望
。
高
齢
者
免
許
証
自

主
返
納
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
町
民
に
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
を

等
、
様
々
な
意
見
が
あ
り
協

議
が
行
わ
れ
た
が
、
概
要
は

以
上
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　

当
委
員
会
付
託
の
電
気
設

備
工
事
・
管
設
備
工
事
の
分

離
発
注
推
進
の
お
願
の
要
望

書
は
、
継
続
審
査
と
し
た
。
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議

案

審

議

建
築
関
係
…
１
１
６
５
万
円

　
　

管
理
棟
と
交
流
棟
へ
の

通
路
屋
根
設
置
等

設
備
関
係
…　

６
２
３
万
円

　
　

外
灯
の
追
加
等

土
木
関
係
…　

７
３
０
万
円

　
　

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の

追
加
等

備
品
関
係
…
１
２
０
１
万
円

　
　

イ
ス
、
テ
ー
ブ
ル　
　

　
　

１
０
０
名
分
等

いよいよニューオープン

音楽とのふれあい

まぜのおか
管理棟倉庫・交流棟
建築工事変更請負契約

明治大学地域連携記念
社会コンサート開催

3719万円

86万円

き
ゅ
う
り
タ
ウ

ン
」「
海
部

高
校
魅
力
化
」
な
ど

地
方
創
生
の
た
め
の

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
開
設
に
伴
い
、
マ

ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
35

人
に
よ
り
２
月
28
日

に
地
域
連
携
記
念
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
す
。

「

旧
海
部
中
学

校
技
術
室

を
利
用
の
た
め
、

排
水
管
を
公
共
下

水
道
に
接
続
、
ト

イ
レ
改
修
な
ど
の

工
事
費
で
す
。

明治大学マンドリン倶楽部

整備される交流施設（奥浦）

追加された通路屋根

637万円
地域が元気に地域活性化

交流施設整備
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３
施
設
の
巡
視
を
行
っ
た
。

委
員
よ
り
「
宍
喰
保
育
所
は

雨
漏
り
以
外
に
中
の
方
も

傷
ん
で
い
る
の
で
、
こ
の
際

に
直
し
て
ほ
し
い
」
と
の
意

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

三
浦　

茂
貴

　

12
月
12
日
開
会
。

　

宍
喰
中
学
校
技
術
室
、
宍

喰
保
育
所
、
海
部
公
民
館
の

育
施
設
を
安
全
に

教

委

員

長

報

告

宍喰中学校技術室巡視

二葉保育園の園児たち（鞆浦）

見
が
出
て
「
改
め
て
設
計
委

託
業
者
と
相
談
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
い
う
答
え
で

あ
っ
た
。

　

協
議
に
入
り
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
で
は
、
上
位
法
令
の

改
正
に
伴
う
も
の
で
海
陽
町

で
は
該
当
者
は
い
な
い
。

　

次
に
、
一
般
会
計
補
正
予

算
の
協
議
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、
全
体
に
お
い
て
人

事
院
勧
告
に
よ
る
給
与
条
例

の
改
正
に
伴
う
人
件
費
の
追

加
が
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
も

の
で
民
生
費
７
４
０
９
万
円

の
主
な
も
の

は
、
難
聴
者
用

の
マ
イ
ク
、
ス

ピ
ー
カ
ー
セ
ッ

ト
51
万
円
、
宍

喰
保
育
所
改
修

設
計
委
託
料

２
６
３
万
円
。

　

衛
生
費
１
１

３
万
円
の
主
な

も
の
は
、
那
佐

斎
場
の
側
溝
な

ど
の
整
備
に
伴

う
大
型
作
業
機

械
借
り
上
げ
料

58
万
円
。

　

教
育
費
１
１
３
０
万
円
の

主
な
も
の
は
、
宍
喰
、
海
陽

両
中
学
校
の
技
術
室
耐
震
診

断
委
託
料
５
８
９
万
円
、
海

部
公
民
館
エ
ア
コ
ン
工
事
費

４
５
０
万
円
で
あ
っ
た
。

　

特
別
会
計
に
入
り
、
国

民
健
康
保
険
補
正
予
算

４
３
１
８
万
円
の
説
明
を
受

け
、
人
件
費
の
追
加
と
実
績

に
よ
る
見
込
み
の
不
足
分
が

主
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
補
正
予

算
４
万
円
は
人
件
費
の
追
加
。

　

介
護
保
険
補
正
予
算

１
１
４
１
万
円
は
、
人
件
費

追
加
と
実
績
に
よ
る
見
込
み

の
不
足
分
で
あ
り
、
そ
れ
以
外

の
主
な
も
の
は
制
度
改
定
に

伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料

１
９
９
万
円
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
海
南
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算
３
万
円
減
額

の
説
明
を
受
け
た
。

　

そ
の
他
に
入
り
、
委
員
よ

り
「
海
部
高
校
の
将
来
的
な

分
校
化
を
阻
止
す
る
た
め

に
、
町
と
し
て
構
想
は
あ
る

海部公民館巡視

の
か
」
と
い
う
質
問
が
あ

り
、
教
育
長
よ
り
「
海
外
留

学
の
幅
を
広
げ
る
等
の
子
ど

も
た
ち
が
集
ま
り
や
す
く
、

刺
激
を
受
け
る
こ
と
の
で
き

る
よ
う
な
施
策
を
広
げ
て
い

き
、
魅
力
あ
る
学
校
に
近
づ

け
て
い
き
た
い
」
と
の
答
弁

が
あ
っ
た
。

　

他
に
も
様
々
な
協
議
は
行

わ
れ
た
が
、
概
要
は
以
上
の

と
お
り
で
閉
会
し
た
。
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議

案

審

議

いつか必ず来る
震災に備えます

福
祉
避
難
所
に
備
蓄
品

マ
イ
ク
ス
ピ
ー
カ
ー

２
台

高
齢
者
、
障
害
者
、
妊
産
婦
、
乳

幼
児
、
病
弱
者
等
、
避
難
所
生

活
に
お
い
て
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す

る
方
を
対
象
と
す
る
福
祉
避
難
所
に
、

保
存
用
レ
ト
ル
ト
お
か
ゆ
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
の
ベ
ッ
ド
、
間
仕
切
り
を
、
ジ
ャ
ン

ボ
緑
風
会
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
海

南
荘
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ぽ
か
ぽ
か
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ま
ぜ
の
里
４
ヵ
所
に

配
備
し
ま
す
。

高
齢
者
担
当
や
障
害
者
担
当
の
あ

る
海
部
庁
舎
の
窓
口
に
難
聴
者

の
方
が
、
会
話
を
聞
き
取
り
や
す
く
す

る
、
マ
イ
ク
、
ス
ピ
ー
カ
ー
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
ま
す
。
設
置
場
所
と
し
て
は

海
部
庁
舎
と
宍
喰
診
療
所
、
今
後
要
望

が
あ
れ
ば
、
設
置
場
所
や
台
数
を
検
討

し
ま
す
。

きれいに変身

宍
喰
保
育
所
改
修
工
事

設
計
委
託
料

昭
和
63
年
に
建
築
さ

れ
た
宍
喰
保
育
所

の
改
修
を
行
う
た
め
、
設

計
委
託
し
ま
す
。
主
に
屋

根
の
葺
き
替
え
、
保
育
室

改
修
、
外
壁
補
修
等
を
行

う
予
定
で
す
。

改修される宍喰保育所の巡視

安全を確かめる

難聴者向け、
正面の人によく聞こえる
スピーカー

５
８
９
万
円

宍
喰
・
海
陽
中
学
校

技
術
室
の
耐
震
診
断

安
心
し
て
安
全
な
授

業
を
行
え
る
よ
う

耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。

海陽中学校技術室

ダンボールで避難所の間仕切り聞き取りやすい応対（イメージ）

２
６
３
万
円

80
万
円

51
万
円
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海
南
病
院
改
革
特
別
委
員
会

委
員
長　

長
岡　

秀
一
郎

海
部
病
院
と
の
連
携

新

　

松
田
事
務
長
よ
り
週
別
の

医
師
配
置
に
つ
い
て
、
そ
し

て
28
年
度
４
月
か
ら
11
月
ま

で
の
外
来
・
入
院
患
者
の
実

績
、
月
別
の
診
療
報
酬
額
の

説
明
を
受
け
た
。
医
師
の
体

調
不
良
に
よ
る
休
暇
届
が
出

て
お
り
、
現
在
徳
大
や
民
間

病
院
か
ら
の
支
援
を
受
け
、

予
定
表
を
組
ん
で
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
委
員
か
ら
は
、

医
師
の
確
保
が
大
前
提
で
あ

る
と
の
意
見
が
多
く
を
占
め

た
。
今
後
の
見
通
し
は
大
変

厳
し
い
と
い
う
判
断
も
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
予
算
を
増

額
予
定
の
包
括
ケ
ア
の
医
師

と
の
採
用
交
渉
も
ま
だ
ま
だ

結
論
が
出
て
い
な
い
と
い
う

話
も
あ
っ
た
。
17
年
度
海
部

病
院
の
開
院
ま
で
に
、
回
復

期
と
療
養
期
の
患
者
受
け
入

れ
体
制
を
作
ら
な
い
と
、
収

入
増
は
望
め
な
い
と
い
う
意

見
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

状
態
で
、
来
年
も
同
じ
よ
う

な
状
況
で
あ
れ
ば
住
民
の
理

解
は
な
い
と
思
う
。
３
月
当

初
補
正
で
ど
れ
だ
け
繰
入
が

出
る
の
か
、
住
民
も
動
揺
す

る
と
思
う
と
心
配
す
る
意
見

も
あ
っ
た
。

　

現
場
に
対
し
て
は
、
医
師

の
確
保
に
向
け
さ
ら
な
る
努

力
を
期
待
し
て
委
員
会
を
閉

じ
た
。

と
な
り
、
そ
の
う
ち
３
年
間

は
海
部
病
院
、
三
好
病
院
、

半
田
病
院
の
過
疎
病
院
で
の

勤
務
と
な
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
平
成
30
年
以
降
は
地
域

枠
医
師
の
人
数
も
増
え
て
く

る
。
ま
た
、
南
部
総
合
診
療

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
人
材
育
成
を

計
画
し
て
お
り
、
医
師
不
足

の
解
消
に
向
け
取
り
組
み
た

い
と
の
報
告
も
あ
っ
た
。

　

海
部
病
院
に
つ
い
て
は
、

平
常
時
と
災
害
時
双
方
で
南

部
医
療
の
中
心
的
な
役
割
を

担
う
病
院
と
し
て
整
備
を
進

め
、
若
手
医
師
の
養
成
拠
点

と
し
て
地
域
医
療
、
研
修
セ

ン
タ
ー
の
設
置
や
、
ヘ
リ

ポ
ー
ト
２
ヵ
所
同
時
発
着
可

能
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
災
害
時
に
は
４
階
を
利

用
し
、
災
害
対
応
等
Ｉ
Ｃ
Ｕ

機
能
を
充
実
し
、
電
子
カ
ル

テ
等
の
利
用
も
含
め
て
県
南

の
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

12
月
14
日
、
開
会
。

　

県
よ
り
参
考
人
と
し
て
島

尾
県
病
院
局
総
務
課
長
、
竹

岡
海
部
病
院
事
務
局
長
を
招

致
し
、
昨
年
よ
り
実
施
し
て

い
る
海
部
・
那
賀
モ
デ
ル
事

業
と
、
２
０
１
７
年
開
院
予

定
の
海
部
病
院
の
件
に
つ
き

説
明
を
受
け
た
。

　

同
事
業
は
、
県
立
病
院
を

中
心
に
町
立
病
院
、
診
療
所

の
医
師
不
足
を
ど
う
補
う
か

で
あ
り
、
現
在
海
部
病
院
か

ら
も
数
名
の
医
師
が
本
町
の

町
立
病
院
に
派
遣
さ
れ
て
い

る
。
今
後
は
看
護
師
の
総
合

研
修
も
検
討
し
て
い
く
と
の

こ
と
。
ま
た
、
医
師
不
足
に

つ
い
て
は
地
域
枠
医
師
で
奨

学
金
の
貸
与
を
受
け
た
者

は
、
一
定
期
間
地
元
で
勤
務

す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

平
成
21
年
度
17
人
中
12
人
が

対
象
と
な
っ
て
い
る
。
卒
業

生
が
平
成
29
年
度
現
場
に
配

置
さ
れ
、
９
年
間
県
内
勤
務

海
南
病
院
改
革
特
別
委
員
会

出羽島診療所

2回目は病院長の発言に耳を傾けました

院
長
院
長

「海部・那賀モデル」とは、

医療資源に恵まれない海部郡・那賀郡の
地域医療を支える体制を確保するため、
海部病院・海南病院・美波病院・上那賀
病院の４病院と、郡内の５つの診療所が
互いに連携し、地域の公的医療機関が一
体となった医療提供体制を構築していく
取り組みです。
　具体的には、医師の派遣や、医療機関
や医薬品の共同利用・共同購入、医療情
報の共有等を進めることで、県南部の医
師不足解消に努め、安心・安全な医療を
継続して提供できる体制を目指します。

「
赤
字
の
原
因
は
医
師
不
足
が
一
番
で
あ
る
」 

「『
海
部
・
那
賀
モ
デ
ル
』」
の
地
域
医
療
連
携
を
推
進

し
て
い
く
」 

「
今
年
度
赤
字
を
減
ら
す
信
念
で
や
っ
て
い
る
」 

「
町
広
報
誌
に
病
院
の
こ
と
を
載
せ
る
よ
う
に
し
た
」 

「
防
災
訓
練
で
災
害
時
医
療
は
県
下
で
一
番
進
ん
で
い

る
と
評
価
さ
れ
た
」 

「
病
院
に
ゆ
と
り
が
必
要
だ
、
そ
れ
で
患
者
へ
の
対
応

も
良
く
な
る
」

「
急
患
の
患
者
は
診
て
、
断
る
こ
と
は
な
い
」

「
右
肩
上
が
り
を
数
字
で
示
し
て
い
く
」

「
医
師
た
ち
も
努
力
し
て
い
る
」

「
看
護
師
も
最
善
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
」

　前回の議員の問いかけに答えるように、院長に話していただきました。
その上で、医療・介護・予防・住まい・生活支援が包括的に確保される
「地域包括ケアシステム」の構築に期待したいです。住民のニーズに的確
に応える海南病院となるよう、議会は、今後出てきた数字を紹介しつつ、
見守り応援していきたいです。

看
護
師
長

看
護
師
長

H27.10.1～

H28～ H29～モデル構築

上那賀病院

那賀町内診療所

日和佐診療所宍喰診療所

海南病院
美波病院

阿部診療所

民間病院

海部病院
（地域医療研究センター）

海部・那賀モデル推進チーム

H30～
地域枠医師

町立海南病院

現在は、徳島大学病院・民間病院から
応援支援に来てもらっています。

前回の院長の「海南病院の赤字の原因は医師不足が一番である」
　との意見について、今後の展望を整理してみました。 ■ 

県
立
の
海
部
病
院
も
医
師
不
足… 

■

県
が
地
域
医
療
を
担
う
医
師
養
成
・
確
保
の
た
め
、

特
別
地
域
枠
医
学
生
奨
学
金
制
度（
毎
年
12
人
）を
始
め
て
い
る
。

卒
業
後
、県
立
な
ど
３
病
院
で
医
師
と
し
て
診
療
活
動
。

「海部・那賀モデル」で地域医療を支える！「海部・那賀モデル」で地域医療を支える！

平成35年より毎日医師の4人派遣を計画中（案）平成35年より毎日医師の4人派遣を計画中（案）

県立海部病院
の医師増加

美波病院

上那賀病院
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本
議
会
で
の
議
案
審
議

長
尾
議
員

　

配
偶
者
同
行
休
業
が
３
年
で
１
回

延
長
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
最
長

で
６
年
休
業
で
き
る
と
い
う
こ
と
か
。

 

佐
藤
総
務
課
長 

　

休
業
は
３
年
間
に
限
ら
れ
る
。
３
年
の
期
間
内
で
１

回
延
長
で
き
た
が
、
今
回
さ
ら
に
も
う
１
回
延
長
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

長
岡
議
員

　

二
葉
保
育
園
の
園
児
が
13
人
増
え

た
が
、
理
由
は
。

  

浦
川
福
祉
課
長  

　

当
初
予
算
か
ら
の
増
加
は
、
町
外
か
ら
の
転
入
者
が

４
人
。
当
初
自
宅
で
子
ど
も
を
見
て
い
た
方
が
５
人
。

他
の
保
育
所
か
ら
の
移
動
が
４
人
で
あ
る
。

小
山
議
員

　

難
聴
者
用
の
ス
ピ
ー
カ
ー
マ
イ
ク

を
置
く
の
は
海
部
庁
舎
だ
け
か
。

  

福
祉
課
長  

　

機
械
も
開
発
さ
れ
た
ば
か
り
な
の
で
、
金
額
や
性
能

を
見
極
め
進
め
て
い
き
た
い
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

に
つ
い
て

平
成
28
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て

本
議
会
で
の
議
案
審
議

１
．
配
偶
者
同
行
休
業

Ｑ

３
．
二
葉
保
育
園
運
営
委
託
料

〔
９
０
５
万
円
〕

Ｑ

５
．
難
聴
者
用
ス
ピ
ー
カ
ー
マ
イ
ク

〔
51
万
円
〕　

Ｑ

４
．
公
園
費
業
務
委
託
料

〔
６
０
０
万
円
減
額
〕工
事
請
負
費

〔
６
０
０
万
円
〕

Ｑ

６
．
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

〔
34
万
円
〕

Ｑ

２
．
開
票
事
務
補
助
員
報
償
費

〔
50
万
円
減
額
〕

Ｑ

原
議
員

　

短
期
宿
泊
事
業
と
は
ど
う
い
う
事

業
か
。

  

中
野
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
長  

　

一
時
的
に
在
宅
生
活
が
困
難
に
な
っ
た
高
齢
者
等
の

短
期
宿
泊
事
業
。

三
浦
議
員

　

選
挙
の
開
票
事
務
を
一
般
の
住
民

に
任
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

 

前
田
町
長 

　

細
心
の
注
意
を
払
わ
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
事
務

に
慣
れ
て
い
る
職
員
が
最
適
と
考
え
る
。

髙
畠
議
員

　

６
０
０
万
円
減
額
は
何
か
。
請
負

費
６
０
０
万
円
は
ど
う
い
う
改
修
を

す
る
の
か
。

  

横
産
業
観
光
課
長  

　

減
額
は
業
務
委
託
料
と
工
事
請
負
費
の
組
み
替
え
の

た
め
。
改
修
は
コ
テ
ー
ジ
の
空
調
改
修
等
の
工
事
が
当

初
よ
り
増
額
と
な
っ
た
た
め
計
上
し
た
。
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意　見　書
○ 地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書

　議員を志す新たな人材確保の観点から、地方議会議員の厚生年金制
度加入のための法整備を早急に実現するよう強く要望する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出者　池 下  嘉 郎

        
                                                                   ○ 参議院選挙における合区の解消に関する意見書

　合区による選挙制度を見直し、法律のみならず憲法の改正も視野に
入れて、都道府県単位による代表が国政に参加する仕組みを速やかに
構築されるよう強く要望する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出者　三 浦  茂 貴

議会で審議の結果、異議なく採択しました。

意
見
書
・
議
会
の
う
ご
き

７
日　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

11
日　

議
会
運
営
委
員
会

12
日　

国
土
交
通
省
要
望
活
動
（
東
京
都
）

13
日　

四
国
町
村
議
会
研
修
会
（
高
松
市
）

17
日　

第
６
回
臨
時
会

17
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

27
日　

四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
促
進
大
会
（
安
芸
市
）

28
日　

海
部
郡･

安
芸
郡
議
長
連
合
会
要
望
活
動
（
高
知
市
）

９
日　

議
長
全
国
大
会
・
研
修
会
（
東
京
都
・
つ
く
ば
市
）

12
日　

未
知
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
海
陽
町
）

15
日　

海
部
郡
議
員
研
修
会
（
海
陽
町
）

22
日　

四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
要
望
活
動
（
高
松
市
）

29
日　

四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
要
望
活
動
（
東
京
都
）

６
日　

議
会
運
営
委
員
会

６
日　

議
会
全
員
協
議
会

８
日　

那
賀･

海
部
議
長
会
（
美
波
町
）

12
日　

第
４
回
定
例
会
（
１
日
目
）

12
日　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

12
日　

議
会
運
営
委
員
会

13
日　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

14
日　

海
南
病
院
改
革
特
別
委
員
会

16
日　

第
３
回
定
例
会
（
２
日
目
）

19
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

20
日　

県
議
長
会
臨
時
会
（
徳
島
市
）

21
日　

四
国
横
断
線
期
成
同
盟
会
要
望
活
動
（
高
松
市
）

22
日　
徳
島
県
女
性
議
員
連
盟
研
修
会
（
徳
島
市
）

議
会
の
う
ご
き
10
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で

10
　
月

11
　
月

12
　
月

祝 見 吉　政 貴　議長

徳島県町村議会の会長に就任しました。
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議
案
審
議
の
ま
と
め 歳　出 12月補正 補正後 構成比率

議 会 費 1万6千円 7,091万2千円 0.9
総 務 費 1,064万5千円 10億5,027万2千円 13.7
民 生 費 7,409万2千円 18億6,516万6千円 24.3
衛 生 費 113万円 7億2,237万7千円 9.4
農 林 水 産 業 費 924万6千円 5億7,868万8千円 7.5
商 工 費 221万円 1億9,006万8千円 2.5
土 木 費 7,388万2千円 9億3,515万9千円 12.2
消 防 費 25万1千円 5億2,060万3千円 6.8
教 育 費 1,130万6千円 8億1万円 10.4
災 害 復 旧 費 5,430万円 1億2,590万円 1.6
公 債 費 0 8億639万8千円 10.5
諸 支 出 金 0 376万円 0.0
予 備 費 0 1,195万円 0.2
合 計 2億3,707万8千円 76億8,126万3千円 100.0

12月補正予算後の
歳入歳出予算

歳　入 12月補正 補正後 構成比率
町 税 0 6億6,313万9千円 8.6
地 方 譲 与 税 0 5,780万円 0.8
利 子 割 交 付 金 0 40万円 0.0
配 当 割 交 付 金 0 700万円 0.1
株式等譲渡所得割交付金 0 450万円 0.1
地方消費税交付金 0 1億4,030万円 1.8
自動車取得税交付金 0 720万円 0.1
地方特例交付金 0 80万円 0.0
地 方 交 付 税 3,376万3千円 39億4,831万9千円 51.4
交通安全対策特別交付金 0 110万円 0.0
分 担金 · 負 担金 0 7,475万円 1.0
使 用料 · 手 数料 0 6,741万8千円 0.9
国 庫 支 出 金 8,267万2千円 5億9,351万5千円 7.7
県 支 出 金 1,308万3千円 5億9,063万4千円 7.7
財 産 収 入 480万円 5,366万円 0.7
寄 附 金 0 70万円 0.0
繰 入 金 3,825万円 3億8,359万7千円 5.0
繰 越 金 0 8,238万5千円 1.1
諸 収 入 941万円 1億1,061万3千円 1.4
町 債 5,510万円 8億9,343万3千円 11.6
合 計 2億3,707万8千円 76億8,126万3千円 100.0

条
例
関
係

・
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

人
事
院
勧
告
に
よ
る
職
員
給
与
の
改
正

・
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

所
得
税
法
等
の
改
正
に
伴
う
改
正

・
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

所
得
税
法
等
の
改
正
に
伴
う
改
正

　

契
約
関
係

・
平
成
27
年
度
ま
ぜ
の
お
か
管
理
棟
倉
庫･

交
流
棟
建
築
工
事
変
更

請
負
契
約

　
　

変
更
前
契
約
額　

１
億
７
７
９
８
万
円

　
　

変
更
後　
　
　
　

２
億
１
５
１
８
万
円

　

予
算
関
係

・
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

 

２
億
３
７
０
８
万
円
⬅

・
平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

 
  

４
２
０
０
万
円
⬅

・
平
成
28
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

 

　
　
　
　

４
万
円
⬅

・
平
成
28
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

 

　
　
　
　

１
１
４
２
万
円
⬅

・
平
成
28
年
度
浅
川
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

 

　
　

４
万
円
⬅

・
平
成
28
年
度
海
部
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

 

１
０
７
万
円
⬅

第
４
回
定
例
会

　

平
成
28
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
12
日
開
会
、
町
長
よ
り
18

議
案
、
議
員
発
議
２
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
原
案
ど
お
り

可
決
し
、
12
月
16
日
閉
会
し
た
。

■ 

議
案
の
審
議 

■

⬅　

増
額

⇨　

減
額

注釈

⬅　

増
額

⇨　

減
額

注釈

　

平
成
28
年
第
６
回
臨
時
会
は
、
10
月
17
日
開
会
、
次
の
１
議
案

が
提
出
さ
れ
、審
議
の
結
果
原
案
ど
お
り
可
決
し
、同
日
閉
会
し
た
。

■ 

議
案
の
審
議 

■

予
算
関
係

・
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）  

３
３
７
８
万
円
⬅

第
６
回
臨
時
会

・
平
成
28
年
度
宍
喰
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
） 

 

　
　
　

11
万
円
⬅

・
平
成
28
年
度
川
西
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

 

　

53
万
円
⬅

・
平
成
28
年
度
川
西
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

 

６
０
３
０
万
円
⬅

・
平
成
28
年
度
海
部
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

 

１
３
５
８
万
円
⬅

・
平
成
28
年
度
中
里
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

 

２
４
９
０
万
円
⬅

・
平
成
28
年
度
川
上
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

 

４
６
３
０
万
円
⬅

・
平
成
28
年
度
上
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
） 

８
万
円
⬅

・
平
成
28
年
度
海
南
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
） 

３
万
円
⇨

議
員
発
議

・
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制
度
へ
の
加
入
を
求
め
る
意
見
書

　
　

議
員
を
志
す
新
た
な
人
材
確
保
の
た
め
年
金
制
度
を
時
代
に
相

応
し
い
も
の
に
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

・
参
議
院
選
挙
に
お
け
る
合
区
の
解
消
に
関
す
る
意
見
書

　
　

合
区
に
よ
る
選
挙
制
度
を
見
直
し
、都
道
府
県
単
位
に
よ
る
代

表
が
国
政
に
参
加
す
る
仕
組
み
を
速
や
か
に
構
築
さ
れ
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。
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し
や
す
い
よ
う
に
助
成
し
た

り
、
町
独
自
で
外
国
人
の
子

ど
も
と
触
れ
合
え
る
よ
う
な

事
業
を
展
開
す
る
な
ど
、
ま

ず
は
手
近
で
利
用
で
き
る
事

業
へ
の
補
助
を
考
え
れ
ば
と

思
う
が
ど
う
か
。

　
数
年
後
に
魅
力
あ
る
留
学

事
業
を
す
る
と
明
言
し
て
い

る
海
部
高
校
を
地
元
の
子
ど

も
た
ち
に
選
択
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
地
元
小
中
学
生
に

対
す
る
今
後
の
事
業
展
開
を

聞
き
た
い
。
ま
た
、
目
標
に

な
る
海
部
高
校
の
海
外
留
学

を
来
年
度
か
ら
実
施
で
き
る

の
か
聞
き
た
い
。

　
答　
教
育
長

　

英
語
を
話
す
機
会
に
つ
い

て
は
英
会
話
カ
フ
ェ
や
土
曜

学
習
で
計
画
し
て
い
る
し
、

利
用
で
き
る
事
業
へ
の
補
助

体
制
は
で
き
る
だ
け
視
野
に

入
れ
て
い
る
。

　

海
部
高
校
等
、
中
学
生
も

含
め
た
交
流
事
業
や
支
援
施

策
、
海
外
派
遣
な
ど
も
29
年

度
か
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　
教
育
と
は
そ
の
子
の
未
来

を
つ
く
る
投
資
で
あ
る
。
町

の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
、
早

急
に
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

一

般

質

問

　
　
現
時
点
で
、
子
ど
も
た

ち
の
英
語
力
は
ど
の
程
度
上

が
っ
て
い
る
の
か
。
あ
と
６

年
で
英
会
話
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
の
か
。

　
　
池
内
教
育
次
長

　

数
字
的
な
評
価
は
行
っ
て

い
な
い
。
６
年
後
英
会
話
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は
非

常
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

　
　
徳
島
県
も
中
学
生
を
対

象
に
英
語
能
力
判
断
テ
ス
ト

を
毎
年
行
い
、
今
後
ど
の
程

度
英
語
力
が
向
上
し
て
い
く

か
を
見
る
そ
う
で
あ
る
。
現

状
の
海
陽
町
は
評
価
と
改
善

が
さ
れ
て
い
な
い
。
英
検

ジ
ュ
ニ
ア
や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
、

ま
た
独
自
の
判
定
テ
ス
ト
な

ど
を
子
ど
も
た
ち
に
受
け
て

も
ら
い
、
評
価
、
改
善
を
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

　
　
岡
田
教
育
長

　

受
験
料
の
補
助
体
制
な
ど

も
必
要
で
あ
る
。教
員
等
が
、

他
の
学
習
と
と
も
に
英
語
に

関
す
る
評
価
も
見
て
い
け
た

ら
と
思
う
。

　　
　

次
の
ス
テ
ッ
プ
で
は
、

勉
強
し
た
英
語
を
使
え
る
場

を
子
ど
も
た
ち
に
提
供
し
て

あ
げ
る
必
要
が
あ
る
。

　
県
が
行
っ
て
い
る
英
語
村

に
海
陽
町
の
子
ど
も
が
参
加

　
４
年
前
か
ら
海
陽

町
独
自
に
始
ま
っ
た

幼
児
や
小
学
生
へ
の

英
語
教
育
、
10
年
間

で
結
果
が
出
る
よ
う

に
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
制
度
を
活

用
し
て
、
ど
の
よ
う
な
Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
き
た
の
か
。

　
　
佐
藤
総
務
課
長

　

９
月
の
初
旬
よ
り
ク
レ

ジ
ッ
ト
決
済
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
。
ま
た
、
返
礼
品

の
ラ
ン
ク
分
け
を
行
う
と
と

も
に
、
海
陽
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
な

ど
に
Ｐ
Ｒ
案
内
し
て
い
る
。

　
　
現
時
点
で
今
年
度
の
寄

付
額
は
い
く
ら
か
、
今
後
の

展
開
は
。

　
　
総
務
課
長

　

12
月
13
日
時
点
で
61

件
、
１
６
８
万
５
０
０
０

円
。
今
後
も
ク
レ
ジ
ッ
ト

決
済
、
返
礼
品
の
ラ
ン
ク

分
け
な
ど
を
更
に
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
。

　
　
年
間
約
２
０
０
万
円

の
ふ
る
さ
と
納
税
額
だ
っ

た
も
の
が
、
職
員
研
修
に

行
き
町
主
導
で
約
１
年
後

に
は
11
億
円
を
突
破
し
た

町
が
あ
る
。
海
陽
町
も
、

答

答答 問

問問 問

〈教育次長〉数字的な評価は行っていない

子どもたちの英語力は
どの程度上がっているのか？

ふるさと納税プロジェクトチームを作れば？

〈町長〉 事務分掌の見直しの中で精一杯努力していきたい

三
浦
　
茂
貴
　
議
員

答答

職
員
を
募
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
は

ど
う
か
。

　
　
前
田
町
長

　

職
員
も
現
場
に
行
っ
て
、

刺
激
を
受
け
る
と
い
う
こ
と

が
第
一
で
あ
る
。
視
察
等
を

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い

が
、
一
人
二
人
の
職
員
に
専

任
さ
せ
る
こ
と
は
、
な
か
な

か
今
の
時
点
で
は
厳
し
く
、

事
務
分
掌
の
見
直
し
の
中
で

精
一
杯
努
力
を
し
て
い
き
た

い
。

　
奈
半
利
は
13
億
を
超
え
て

い
る
。
町
民
が
胸
を
張
っ
て

都
会
の
自
分
の
子
ど
も
や
知

り
合
い
に
勧
め
ら
れ
る
よ
う

な
、
海
陽
町
の
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

問問

３万円以上の返礼品

答
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一

般

質

問

答

反
の
状
態
で
あ
る
。
近
隣
の

迷
惑
と
な
る
よ
う
な
場
合
、

使
用
許
可
を
取
り
消
す
な
ど

の
対
応
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
保
健
環
境
課
長

　

現
在
の
使
用
規
定
で
は
近

隣
に
迷
惑
と
な
っ
て
い
る
場

合
は
、
使
用
許
可
を
取
り
消

す
こ
と
が
で
き
る
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
の
使
用

者
を
特
定
で
き
な
い
状
況
で

あ
る
。
今
後
は
台
帳
の
再
整

備
を
進
め
、
で
き
る
か
ぎ
り

使
用
者
を
特
定
し
て
適
正
に

管
理
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
指
導
し
て
い
き
た
い
。

　
　
現
在
の
使
用
規
定
は
平

成
19
年
の
も
の
で
あ
り
、
以

前
と
現
在
の
実
情
は
変
化
し

て
い
る
。
規
定
と
い
う
取
り

決
め
で
は
な
く
、
町
管
理
の

施
設
だ
か
ら
こ
そ
必
ず
守
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
決
ま
り

が
必
要
で
あ
る
。
条
文
も
十

分
精
査
し
、
条
例
と
し
て
制

定
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
町

長
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
町
長

　

担
当
課
に
指
示
を
し
て
い

る
。

　
　
保
健
環
境
課
長

　

他
町
の
条
例
や
関
係
法
令

等
を
研
究
し
、
来
年
度
か
ら

条
例
が
で
き
る
よ
う
に
体
制

を
と
っ
て
い
く
。

　
　
近
年
は
少
子
化
、
核
家

族
化
、
生
涯
未
婚
率
の
上
昇

と
い
っ
た
世
帯
構
成
の
変
化

に
よ
り
、
お
墓
を
引
き
継
ぐ

人
が
お
ら
ず
、
お
墓
が
管
理

で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
町
管
理
の
墓
地
は
何
カ

所
あ
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の

管
理
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

る
の
か
。

　
　
長
江
保
健
環
境
課
長

　

町
管
理
の
墓
地
は
宍
喰
地

区
の
松
原
墓
地
、
三
本
松
墓

地
の
２
ヵ
所
。

　

年
１
回
お
盆
前
に
草
刈
り

等
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

跡
継
ぎ
等
の
問
題
で
、

移
設
さ
れ
て
い
る
区
間
の
中

に
は
墓
石
は
無
く
、
雑
草
が

生
い
茂
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
見

受
け
ら
れ
る
。
町
の
使
用
規

定
で
は
永
代
使
用
と
あ
る
が
、

実
際
は
墓
石
も
無
く
規
定
違

　
　
現
存
す
る
橋
梁
の
多
く

は
、
高
度
成
長
期
に
架
け
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
、
経
年
劣

化
に
よ
る
損
傷
が
進
ん
で
い

る
。

　
本
町
で
は
、
橋
梁
の
長
寿

命
化
修
繕
計
画
を
策
定
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
町
管
理

の
橋
梁
の
数
は
ど
う
か
。

　
　
東
谷
建
設
課
長

　

平
成
25
年
２
月
に
橋
長
が

15
ｍ
以
上
の
65
橋
に
つ
い
て

策
定
し
て
い
る
。

　

町
管
理
の
橋
梁
は
、
国
の

調
査
点
検
等
の
対
象
が
２
ｍ

以
上
の
橋
梁
と
な
っ
て
お

り
、総
数
は
３
０
２
橋
あ
る
。

　
　
宍
喰
地
区
に
中
角
橋
が

あ
る
。
築
年
数
は
古
く
、
現

在
の
状
況
は
、
高
欄
は
錆
び

て
腐
蝕
が
著
し
く
一
部
が
垂

れ
下
が
っ
て
い
る
。
通
行
規

制
は
し
て
い
る
も
の
の
、
高

欄
越
し
に
川
を
見
て
い
る
人

も
お
り
、
非
常
に
危
険
な
状

態
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
使
う

の
で
あ
れ
ば
、
早
急
な
対
策

を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
が
、

今
後
の
対
策
は
。

小
山
　
　
慎
　
議
員

墓地条例が必要

橋梁の老朽対策は

〈町長〉 積極的に取り組んでいく

　
　
建
設
課
長

　

平
成
29
年
度
に
、
国
の
補

助
事
業
で
あ
る
社
会
資
本
整

備
交
付
金
事
業
と
し
て
、
橋

梁
補
修
修
繕
の
た
め
の
設
計

費
を
要
望
し
て
い
る
。
し
か

し
、
橋
梁
の
下
部
工
の
脆
弱

な
基
礎
形
状
か
ら
耐
震
性
等

を
考
え
た
場
合
、
選
択
肢
に

は
、
撤
去
を
含
め
た
検
討
が

必
要
と
考
え
る
。
同
時
に
、

非
常
に
危
険
な
状
況
で
あ
る

の
で
、
町
民
の
方
に
周
知
の

上
、
通
行
止
め
と
す
る
。

　
　
橋
梁
の
老
朽
化
対
策
と

い
う
の
は
、
防
災
・
減
災
対

策
の
観
点
か
ら
も
重
要
施
策

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

今
後
積
極
的
か
つ
計
画
的
な

通行止めされた中角橋

〈保健環境課長〉
来年度からの施行に向け

体制づくりをする

問

問

問 答

答答答

取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
町
長
の
考
え
は

ど
う
か
。

　
　
前
田
町
長

　

橋
梁
は
、
発
災
後
に

避
難
者
が
安
全
な
場
所

に
避
難
す
る
た
め
の
避

難
路
に
な
る
。
橋
梁
の

耐
震
化
や
架
け
替
え
工

事
は
、
落
橋
に
よ
る
地

域
や
町
全
体
の
孤
立
化

を
防
ぐ
た
め
に
も
計
画

的
に
行
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後

も
、
住
民
の
命
を
守
る

重
要
な
施
策
と
し
て
、

積
極
的
に
計
画
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

問 問

問

答

答
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域
に
よ
り
活
動
内
容
や
意
識

に
差
が
あ
る
。

　
　
社
協
は
年
間
10
件
前
後

の
自
主
防
に
助
成
金
を
出
し

活
動
を
促
し
て
い
る
。
町
も

一
定
の
補
助
金
を
計
上
し
、

事
前
審
査
を
し
て
、
活
動
す

る
組
織
に
支
援
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　
　
町
長

　

社
協
と
の
話
合
い
も
持
ち

連
携
を
深
め
な
が
ら
、
他
の

先
進
地
事
例
も
参
考
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　
学
校
現
場
に
お
け
る
防

災
教
育
に
つ
い
て
。

　
　
岡
田
教
育
長

　

今
年
新
た
に
教
育
大
綱
を

策
定
し
、
防
災
教
育
は
重
点

施
策
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
　
各
戸
に
配
布
さ
れ
た
冊

子『
釜
石
の
奇
跡
』の
中
で「
子

ど
も
た
ち
に
対
す
る
防
災
教

育
は
５
年
か
ら
10
年
の
期
間

で
取
り
組
む
こ
と
で
、
地
域

の
防
災
文
化
が
根
付
く
」
と

述
べ
て
い
る
。
ま
た
学
校
に

一

般

質

問

の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。
宍
喰
防
災
公
園
検
討
会

で
、
位
置
決
定
等
、
基
本
構

想
を
と
り
ま
と
め
た
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、そ
の
内
容
は
。

　
　
東
谷
建
設
課
長

　

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る

応
急
救
助
対
応
や
、
復
旧
・

復
興
に
向
け
た
拠
点
。
ま
た

救
援
物
資
や
生
活
必
需
品
の

輸
送
拠
点
と
し
て
海
部
道
路

と
連
携
し
た
防
災
拠
点
と
な

る
よ
う
整
備
を
進
め
た
い
。

　
　
今
後
、
議
会
の
声
は
ど

の
段
階
で
反
映
す
る
の
か
。

　
　
建
設
課
長

　

設
計
に
入
る
前
の
段
階
で

必
要
だ
と
考
え
る
。

　
　
防
災
公
園
は
二
次
避
難

場
所
の
確
保
で
あ
る
。
検
討

さ
れ
て
い
る
海
部
道
路
宍
喰

イ
ン
タ
ー
と
の
関
連
は
進
ん

　
　
巨
大
地
震
・
津
波
が
想

定
さ
れ
、
宍
喰
地
区
は
孤
立

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

一
次
避
難
場
所
と
併
せ
、
二

次
避
難
の
で
き
る
高
台
用
地

掌
見
直
し
の
中
で
検
討
す
る
。

　
　
町
村
別
備
蓄
量
計
画
の

内
容
、
量
、
場
所
、
管
理
方

法
。
ま
た
発
災
時
、
各
避
難

場
所
に
配
布
す
る
方
法
は
設

定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
片
田
危
機
管
理
課
長

　

計
画
内
容
は
発
災
後
１
日

目
は
家
庭
・
地
域
、
２
日
目

は
町
、
３
日
目
は
県
で
準
備

す
る
。
備
蓄
品
は
一
般
食

９
６
０
０
食
等
を
備
蓄
し
て

お
り
、
飲
料
水
等
計
画
に
満

た
な
い
も
の
は
、
順
次
整
備

を
進
め
る
。
三
庁
舎
、
海
部

高
校
、
海
陽
・
宍
喰
中
学
校
、

海
南
・
海
部
小
学
校
、
防
災

館
に
配
備
。
現
在
は
長
期
の

避
難
所
と
な
る
場
所
に
配
置

し
て
い
る
が
、
今
後
は
他
の

場
所
へ
も
考
え
て
い
く
。

　
　
自
主
防
災
組
織
の
活
動

状
況
は
。

　
　
危
機
管
理
課
長

　

避
難
訓
練
等
が
13
回
実
施

さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
避
難

訓
練
、
備
蓄
倉
庫
の
確
認
、

避
難
路
の
清
掃
、
研
修
。
地

で
い
る
の
か
。

　
　
前
田
町
長

　

国
・
県
・
町
が
連
携
を
密

に
し
て
、
防
災
公
園
か
ら
高

規
格
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

や
っ
て
い
る
。

　
　
海
部
道
路（
海
陽
町
内
）

は
イ
ン
タ
ー
が
他
に
２
ヵ
所

設
置
さ
れ
る
計
画
で
あ
る
。

他
に
も
防
災
公
園
の
計
画
は

あ
る
の
か
。

　
　
町
長

　

町
内
で
の
防
災
公
園
の
計

画
は
、
あ
と
２
ヵ
所
あ
る
。

　　
　

事
業
実
施
に
あ
た
り
、

時
期
を
み
て
地
域
住
民
に
説

明
す
る
機
会
を
設
け
て
は
ど

う
か
。
ま
た
事
務
量
が
増
え

る
と
考
え
る
が
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
で
対
応
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
町
長

　

宍
喰
地
域
へ
の
説
明
会

は
、
防
災
公
園
の
場
所
が
決

ま
れ
ば
開
催
す
る
。
事
務
量

も
増
え
て
く
る
が
、
事
務
分

防災公園と海部道路の関連は

〈町長〉 国・県・町で連携を密に取り組む

長
岡
　
秀
一
郎 

議
員

お
け
る
避
難
訓
練
と
地
域
連

携
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
教
育
長

　

自
主
防
災
組
織
の
避
難
訓

練
等
に
学
校
行
事
を
合
わ
せ

て
積
極
的
に
進
め
た
い
。

　
　
町
は
防
災
訓
練
に
子
ど

も
た
ち
が
率
先
し
て
参
加

し
、
大
人
と
一
緒
に
行
動
で

き
る
よ
う
、
時
間
を
変
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
町
長

　

地
震
が
起
こ
っ
た
時
に
は

辛
く
て
も
逃
げ
な
く
て
は
い

け
な
い
。
早
朝
に
す
る
の
は

喚
起
さ
せ
る
意
味
に
お
い
て

も
一
つ
の
方
法
だ
が
、
検
討

は
し
た
い
。

問

問

問問

問問

問 問

問

問

問 答

答答答

答

答

答答

答

答

答

浄福寺裏山避難路の清掃活動
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行

政

報

告

防
災
公
園
基
本
設
計
着
手

ワ
ー
、
避
難
路
等
の
整
備
を

進
め
て
き
た
。
し
か
し
、
二

次
避
難
場
所
の
確
保
や
仮
設

住
宅
の
候
補
地
に
つ
い
て
は
、

浸
水
想
定
範
囲
の
広
大
さ
や

適
地
の
不
足
等
か
ら
未
だ
十

分
な
状
況
に
あ
る
と
は
言
え

ず
、
対
策
を
進
め
る
こ
と
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

12
月
に
入
っ
て
も
暖
か
い

日
が
続
い
て
い
た
が
、
や
っ

と
師
走
ら
し
い
毎
日
と
な
っ

て
き
た
。

　

宍
喰
地
区
で
は
、
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害
想
定

等
を
ふ
ま
え
、
こ
れ
ま
で
緊

急
避
難
場
所
や
津
波
避
難
タ

　

宍
喰
地
区
住
民
の
二
次
避

難
場
所
と
な
る
防
災
公
園
に

つ
い
て
、
５
月
か
ら
検
討
会

を
行
っ
て
き
た
が
、
第
三
回

の
検
討
会
を
も
っ
て
終
了

し
、
基
本
構
想
を
ま
と
め
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

阿
南
安
芸
自
動
車
道
・
海

部
道
路
は
ル
ー
ト
決
定
に
向

け
調
査
・
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
事
業
効
果
を
最
大

限
に
活
用
し
、
大
規
模
災
害

時
に
お
け
る
応
急
救
助
対
応

や
、
復
旧
・
復
興
に
向
け
た

拠
点
と
し
て
、
ま
た
救
援
物

資
や
生
活
必
需
品
の
輸
送
拠

点
と
し
て
機
能
す
る
施
設
整

備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
か
ら
、
宍
喰
地
区
防

災
公
園
整
備
を
、
町
の
最
上

位
計
画
で
あ
る
地
域
強
靱
化

計
画
及
び
地
域
防
災
計
画
に

そ
れ
ぞ
れ
位
置
づ
け
し
た
。

　

地
域
防
災
公
園
と
海
部
道

路
の
連
携
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
千
年
の
い

の
ち
を
守
る
ま
ち
づ
く
り
基

金
を
活
用
し
、
宍
喰
地
区
防

災
公
園
基
本
設
計
に
着
手

し
、
国
・
県
と
連
携
し
な
が

ら
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　

海
部
道
路
の
要
望
で
必
ず

お
願
い
し
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。そ
れ
は
海
部
道
路
は「
命

の
道
」で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

町
民
の
命
を
繋
ぐ
道
な
の
で

あ
る
。一
日
も
早
い
事
業
化
・

完
成
が
望
ま
れ
、
待
た
れ
て

い
る
。

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が

発
生
し
た
時
、
国
道
55
号 

一
本
の
海
陽
町
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
。
四
国
の
右
下

に
暮
ら
す
我
々
だ
け
が
、
高

速
道
路
も
無
い
現
状
を
い
つ

ま
で
受
け
入
れ
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
。
そ
う

い
っ
た
強
い
思
い
の
中
で
機

会
あ
る
ご
と
に
四
国
地
方
整

備
局
へ
出
向
き
、
上
京
し
、

　

10
月
13
日
、
神
野
地
区
に

お
け
る
今
後
も
生
き
生
き
と

暮
ら
せ
る
生
涯
活
躍
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
、
徳
島
大

学
の
田
口
准
教
授
を
お
招
き

し
、
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
よ
る
検
討
会
議
が
開
催
さ

れ
た
。
今
後
、
神
野
地
区
の

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
、
話
し
合
い
を
重
ね
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

　

民
生
・
児
童
委
員
の
改
選

期
で
、
11
月
30
日
を
も
っ
て

17
人
の
民
生
委
員
が
退
任
さ

れ
た
。
長
期
間
に
わ
た
り
海

陽
町
の
地
域
福
祉
向
上
の
た

め
、
お
力
添
え
を
い
た
だ
い

た
。
退
任
さ
れ
る
民
生
委
員

の
方
々
に
感
謝
と
お
礼
を
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
新
し

く
委
員
に
な
ら
れ
た
方
に

は
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
た
い
。

　

海
南
病
院
問
題
、
阿
佐
海

岸
鉄
道
へ
の
Ｄ
Ｍ
Ｖ
導
入
に

関
す
る
こ
と
等
、
ま
だ
ま
だ

た
く
さ
ん
の
行
政
課
題
は
あ

る
が
、
一
つ
一
つ
課
題
解
決

に
向
け
、
懸
命
の
努
力
を
続

け
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

町
長
　
前
田
　
惠

成人式あいさつ（2017.1.2）

精
一
杯
の
要
望
活
動
を
し
て

い
る
。

　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付
金

関
係
で
は
、
12
月
６
日
現
在

で
寄
付
件
数
48
件
、
寄
付
総

額
１
２
９
万
５
０
０
０
円
と

な
っ
て
お
り
、
昨
年
よ
り
19

件
、
金
額
で
14
万
２
０
０
０

円
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
28
年
11
月
30
日
現

在
の
住
民
基
本
台
帳
に
よ

る
海
陽
町
の
人
口
は
、
男

４
６
３
３
人
、
女
５
２
２
９

人
の
計
９
８
６
２
人
。
65
歳

以
上
の
人
口
は
４
２
０
７

人
、
高
齢
化
率
42
・
66
％
と

な
っ
て
い
る
。

海部道路要望活動（石井国土交通大臣）



なみん
広
場

な

み
ん
な

み

の 広場の

ん 広場の広場の

なみ

編
集
後
記
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
皆
さ
ん
が

健
康
で
幸
せ
な
一
年
と
な
る
よ
う
、

心
か
ら
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

　

元
号
が
変
わ
り
そ
う
で
す
。「
平

成
」は
終
戦
詔
書
を
考
え
た
人
が
前

も
っ
て
用
意
し
て
い
た
と
い
う
話

で
す
が
、
今
度
は
何
？
誰
が
・・・
？

　

海
の
向
こ
う
の
ニ
ュ
ー
リ
ー

ダ
ー
は
、
我
々
に
と
っ
て
エ
ー
ス
な

の
か
、
ジ
ョ
ー
カ
ー
な
の
か
、
ま

だ
分
か
り
ま
せ
ん
。
分
か
ら
な
い

こ
と
が
多
い
ほ
ど
人
生
は
楽
し
い

と
言
い
ま
す
が
、
議
会
広
報
は
分

か
り
や
す
く
読
み
や
す
い
こ
と
を

モ
ッ
ト
ー
に
編
集
し
て
い
ま
す
。

   （
橋
本
）

海南ひまわり

　生活面では、町内すべての場所で携帯電話が
繋がるようにしてほしい。そして、海南病院の
診療の充実化。（小児科、外科など…）
　観光面では、「サーフィンの町」をもっとア
ピールして、観光客や移住者が増えるような環
境を整えてほしい。まさに今がチャンス、この
ビッグウェーブに乗り遅れないように！

　もちろん！隅から隅まで読んでいます。

海陽町に対する要望はありますか？

議会だよりを読んでいますか？

全力でプレーします！！

ブロック！！

ナイスレシーブ！

　家庭婦人９人制バレーボール
を、毎週木曜日の 20 時～ 22 時
まで、海陽中学校体育館で少ない
ながらも練習しています。（但し
都合でお休みの日もあります）い
つも笑いの絶えない明るいチーム
です。現在部員は 20 代 30 代…
の合計 16 人ですが、育休中など
様々な理由でなかなか練習に出て
こられません。練習相手がほしい
ので老若男女関係なく、ぜひ遊び
に来てください。

自然豊かで、人があたたかいところ。

海陽町のいいところは？

活動内容を教えてください。


